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研究報告書 

 
ヒトを宿主とするヘルペスウイルスは、9種存在し、それぞれが多彩な病態を引き起

こす。これらのウイルスは、類似した遺伝子群を持ち、細胞内におけるゲノム複製、粒

子形成機構はほぼ同一である。核内カプシドの核外輸送は、核内でゲノム複製し細胞質

で粒子形成が完了するヘルペスウイルスにとって必須の過程であり、全ヘルペスウイル

スに保存されたウイルス因子Nuclear egress complex (NEC)によって引き起こされる。

今年度は、宿主の膜切断機構であるESCRT-IIIのアダプター分子であるALIXと、NEC
との相互作用を解析した。NEC構成因子UL34の非構造領域のアルギニン残基が、ALIX
との相互作用、感染細胞におけるESCRT-IIIの核膜へのリクルート、カプシドの核外輸

送およびウイルス増殖に貢献することを明らかにした。さらに、カプシドの核外輸送に

貢献する新規宿主因子を明らかにした。 
 
 
 

 
  


